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 （2．1）           畑ε一1’（2＋θ）
ここでθ＝（広一β）／ソであり，左，βおよびソはパーコレーション・ネットの臨界指数である．
（2．1）式を振動問題に対応させるためには，εをω2で置き換えればよい．
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  図1．パーコレーション・ネットの構造と振動励起の対応関係．
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 （2．6）                   ノ1（ω）㏄ω■”∫
という関係式（あるいはフラクトソの“分散則”）が成立する．フラクトソ波動関数は曲がりく
ねったフラクタル上の経路に沿って減衰するので，次のAnderson局在のようだ減衰
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図2．シリカ・エアロゲルの中性子による（静的な）散乱強度の波
   数依存性．図申，Nは中性条件，Bは塩基条件で作られたサ
   ソプルを表し，数字はサンプルの重さを表す（Courtens et

































                  2 2             －1                  oσ          τ （34）     ∫（α，ω）＝λ 。        一                  ω（ω2＋τ‘2－o2σ2）2＋4τ一20202
で表される領域を調べた．実験結果と（3．4）式が一致するように各々ρ値を決めると，ω。。と
σ。。の間に次の関係のあることがわかった（Courtens and Vacher（1989））．
























                  d上式でデバイ近似の《1を用いると，2Σ（1－cosαゴ）讐σ2より，EMAでの動的構造因子は次の
                 ｛＝1
ようにたる．
                      2α2肌             s（α，ω）＝                  ω4－2ω2σ2W1＋α41Wl
ここでW1，肌、はW（ω）の実数部分と虚数部分である（i．6．，π（ω）＝W、一夕凪。）．従って
（3．4）式の散乱強度の高振動数側の漸近的た振舞いは，
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図3・シリ中・エアロゲルの動的構造因子の振動数依存性













 （3．8）            ∫＝∫（ω）／m（ω）
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とたる．これから，振動数ω。を持つフラクトソによる散乱強度〈∫、〉は，次のようになる．
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                〈∫α〉㏄（〃）2・＜e2〉工
                    妬丁                  ㏄   ・λ0■2σ                    ω2
従って次のような動的構造因子を得る（但し，m（ω）～妬τ／ω）．
 （3．9）               5（α，ω）㏄く∫〉M（ω）／m（ω）
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図4．密度変化の相関関数の計算結果．格子定数αを単位としてブ
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 図5．2次元パーコレーション系における動的構造因子の波数依存
   性の数値計算結果（振動数はω＝0．07であり，動的構造因子
   は最大値でリスケールされている）．格子定数。を単位とし
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 （A．1）           P（K〃）＝力δ（K〃一K）十（1一力）δ（K〃）
但し，K〃＝K川である．浸透網上の格子点zにおける変位をm互（広）とすると，変位の遅延グ
リーン関数は次の式で与えられる．






                       2 （A．4）      9R（Z，Z’，ω）＝G沢（Z，Z∫，ω）一Σ GR（Z，タ，ω）ハ5G五（プ，Z’，ω）
                       ｛，5＝1
ここで，びは全てのボンドのバネ定数をwで置き換えたときの均質た格子の遅延グリーン関
数である．また，2×2の下行列は
                 T＝∠、。（1＋Gぞ。∠。。）■’
（ん5） @  ん一（H）に1－11












 （A．7）            GR（Z，Z’，ω）＝Σeか｛J一プ〕G五（σ，ω）





                       1 （A．8）             M（ω）＝一一Im G五（0，O，ω）                      2π
 （A．9）           S（α，ω）＝一2Imぴ（α，ω）
                         2σ2肌
                     ω4－2ω2σ2W1＋α41π1
最後の式は，デバイ近似”《1におけるグリーン関数ぴ（σ，ω）＝（ω2一肌σ2）一1を代入して得
られた式である（Po1atseck et a1．（1988））．
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Dynamica1Structure Factor of Perco1ating Networks
              Tsuneyoshi Nakayama
                Kousuke Yakub0
                  Hiroyuki Ohta
      （Facu1ty of Engineering，Hokkaido University）
    Computer simu1ations are essentia1to deve1op the insight into dynamics of perco1ating
nets，We have succeeded in treating very1arge perco1ation c1usters of more than105
partic1es recent1y，revea1ing a wea1th of detai1ed quantitative information．These have
become possib1e with the advent of array－processing supercomputers，and with the use of
a numerica1method that does not require diagona1ization．
    In this artic1e，we have extended our computer simu1ations to calcu1ate the dynamic
structure factor∫（α，ω）for a＝2Perco1ating networks．It is found that∫（α，ω）has
universa1behaviour sca1ed by a sing1e wave number．It is shown that this wave n㎜ber
behaviour camot be exp1ained by the e丘ective medium theory or using average wave
functions．
Key words：Percolating network，fracta1，supercomputer simulation，dynamicaI structure factor．
